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(400社中ランキング第35位)， 6億500万Cドル(民38位). 3 {意2，600万Cドル(同70位)司 9，000万Cドル(同
236位)， 8，100万Cドル(同259位)， 5，500万Cドル(同345位)であった。
1979年になると，カナダ三菱商事，カナダ三井物産の売上高が12億Cドルに達し，商社の中で上位









3 )鹿住一夫~カナダ・ビジネスガイ FJ，有斐閣ビジネス49，1987年， 81-93頁。




第 1表 カナダの 8大総合商事土の年間売上高
(百万カナダドル)
年度
カナダ カナタ 丸紅 f璃楠事 カナダ 日商岩井 兼松 カナダ
三井物産 三菱商事 カナダ カ ナ ダ 住友商事 カナダ カナダ ト メン
1973 323 
1974 511 
1975 605 667 326 81 90 55 
1976 571 705 326 67 116 70 
1977 373 810 290 102 
1978 476 986 468 122 107 80 
1979 1，223 1，242 530 93 144 119 
1980 1，541 1，218 502 410 98 190 
1981 1，697 1，340 590 703 291 207 
1982 1， 651 1，233 620 553 214 155 183 
1983 1，664 1，283 720 577 289 187 154 
1984 1，817 1，280 785 655 599 175 152 
1985 2，438 1，360 824 677 776 347 159 
1986 2，608 1，141 1，010 769 1，446 348 169 
1987 2，595 1，227 1，367 1，102 1，183 281 174 70 
1988 3，128 1，355 1，600 1，102 1，300 283 200 110 
1989 2，773 956 1，330 1，655 1，241 449 188 113 
1990 2，680 1，338 1，325 1，280 1，106 530 192 137 
1991 3，125 1，381 1，094 1，367 920 471 145 127 
1992 3，045 1，261 1.113 1，353 847 580 156 143 
1993 2，423 1，332 1，358 1，184 940 780 144 207 
資料 Canadian Business， 1974年から 1994年の各6月号，Financial Post 500，および聞き取
リ調査により作成。
34位)に達した。同年のカナダ三菱商事の売上高は13億6，000万Cドル(同第67位)で，その後に丸紅







それぞれ13.5億Cドル， 13億Cドル， 11億Cドルであった。また， 日商岩井カナダ，兼松カナタ:カ
































7) r週刊東洋経済・海外進出企業総覧'94J，第5204号， 194年 3月2日， 815頁。















































食料 489 1.5 3.418 1.9 2.521 0.5 
繊維 592 1.8 30，250 5.4 
木材・パルプ 15，710 48.5 40.281 22.0 47.747 8.5 
化学1) 6 0.0 4，427 0.8 
鉄・非鉄 763 2.4 1，695 0.9 61，855 11.1 
機械 50 0.0 
電機 25.225 4.5 
輸送機 105，982 19.0 
その他 3，500 0.6 
小計 17，554 54.2 45.400 24.8 281.557 50.4 
農・林業 700 2.2 92 0.1 
魚、・水産業
鉱 業 1.0352) 3.2 56，123 30.7 141，588 25.3 
建設業 10 0.0 
商 業 9，609 29.7 79，609 43.5 129，826 23.2 
(現地法人資本金) 9，220 28.5 65，735 35.9 108，585 19.4 
金融・保険業 529 1.6 476 0.3 390 0.1 
サービス業 4 0.0 50 0.0 59 0.0 
運輸業3) 1，000 3.1 1，210 0.7 3.240 0.6 
不動産業 2.400 0.4 
その他 1，954 6.0 
l口k 計 32，385 100.0 182，960 100.0 559，070 100.0 
注1)プラスチソク製品製造業を含む。
2 )ここには，三菱商事によるKaiserResources Ltd.への投資額は含まれていな， '0 なぜな













高で示したものである。 1973年時点では，丸紅による12件， 1，286万Cドルの投資が、 9社中件数で





二井物産 ニ菱商事 丸 来工 伊藤忠商事 住友商事 日商岩井
1973年 5 8 12 9 6 l 
2，184 1，686 12，868 960 1，834 1，500 
1985年 12 13 1 4 9 4 
42，566 4，780 20，450 14，073 27，496 15，135 
1993年 29 17 8 4 7 4 
183，762 228，595 45，615 33，010 29，113 18，725 
兼 松 トーメン ニチメン 2社以上 A 口 計|
1973年 I l 3 46 
1.220 5 129 32.386 I 
1985年 2 l 1 57 
12，990 3，200 2，270 182，960 
1993年 2 3 2 76 





った。次いで住友商事は 9件， 2，749万Cドル，丸紅は11件， 2，045万Cドルの投資がみられた。日商
岩井と伊藤忠商事は，共に4{牛の投資で，金額はそれぞれ1，513万Cドル， 1，407万Cドルであった。




位の丸紅の投資残高の 4， 5 f音にも及んでいる。ヲ社中トップの三菱商事は17f牛， 2億2，859万Cド
ルの投資がある。三井物産は，投資件数では29件と 9社中最も多いが，投資金額は 1億8，376万Cド
ルで三菱商事に次ぐ第 2位である。第 3位以下は，丸紅の 8件， 4，561万Cドル，伊藤忠商事の 4
件， 3，301万Cドル，住友商事の 7f牛， 2，911万Cドル， 日商岩井の 4件， 1，872万Cドルである。 トー
メン，ニチメン，兼松はさらに投資件数，金額共に小さくなり，投資件数ではそれぞれ3件， 2件，
2f牛，投資金額では748万Cドル， 657万Cドル， 620万Cドルとなっている。
ここからさらに第 4表から第 B衰を用いて， 9社別業種別対加投資を検討してみたい。先ず.第
4表は1973年時点の 9社別業種別投資残高を示したものである。丸紅は， 1，286万Cドルの投資があ
-139-
第 4表 1973年の 9大総合商社別対加直接投資残高
(千カナダドル)
二井物産 ニ菱商事 丸 紅 伊藤忠商事 住友商事 日商岩井 兼 松 ト メン ニ千メン 2出fよび3社 A ロ 計
製造業
食料 489 489 
繊維 229 363 592 
木村・
9，634 6，000 76 15，710 
ノマルブ
鉄・非鉄 615 149 764 
小 5十 615 9，634 6，867 439 17，555 
農・林業 700 700 
鉱 業 670 17 219 129" 1，035 
高 業 569 1，200 3，000 500 1，615 1，500 1，220 5 9，609 
(現地法人資本金) 500 1，200 3，000 300 1，500 1，500 1，220 9，220 
金融・保険業 152 377 529 
サービス業 4 4 
運輸業 1.000 1，000 
その他 1，954 1，954 




資料・ r週刊東洋経済ゎ第3829号. 1974年. 216-223頁より作成。
第 5表 1985年の 9大総合商社1:IIJ対加直接投資残高
(千カナダドル)
ニ井物産 ニ菱商事 丸 年工 伊藤忠商事 住友商事 日目玉岩井 兼 松 ト メン ニチメン 之口入 目十」
製造業
食料 1，243 1，126 1，050 
木材・パルプ 7，240 17，041 6，000 10，000 40，281 
化学 6 
1.696 5 鉄・非鉄 1，391 304 
'1、5十 8，637 18，284 7，430 1，050 10，000 45，401 
農・林業 92 92 
鉱 業 4，969 15，767 1，570 173 20，843 12，800 56，122 
商 業 27，750 10，161 1，400 13，900 5，603 2，335 2，990 3，200 2，270 79，609 
(現地法人資本金) 22，750 10，140 10，000 8，600 3，450 2，335 2，990 3，200 2，270 65，735 
金融・保険業 476 476 
サ ビス業 50 50 
運輸業 1，210 1，210 
Z口L 計 42，566 44，780 20，450 14，073 27，496 15，135 12，990 3，200 2，270 182，960 I 
資料~週刊東洋経済J. 第4641号. 1986年. 276-286頁より作成。
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在加総合商社の直接投資と売上高の関係について
第 S表 1993年の 9大総合商社別対加直接投資残高
(千カナダドル)
三井物産 三菱商事 丸 紅 伊藤忠商事 住友商事 日商岩井 兼 松 トーメン ニチメン Aロh 計
製造業
食料 1，471 1，050 2，521 
繊維 30，250 30，250 
木材・バルブ 4，680 25，257 6，000 7，810 4，000 47，747 
化学 4，362 65 4，427 
欽・非鉄 7，355 28，000 26，500 61，855 
機械 50 50 
電機 25，225 25，225 
輸送機 18，201 83，481 4，300 105，982 
その他 3，500 3，500 
ノj、 日十 85，711 146，071 32，615 7，810 1，050 4，000 4，300 281，557 
農・林業
鉱 業 54，090 62，000 18，808 6，690 141，588 
建設業 10 。 10 
商 業 40，252 20，134 13，000 25，200 9，255 10，035 6，200 3，480 2，270 129，826 
l現地法人資本金1 32，750 19，165 10，000 20，000 5，000 10，000 6，200 3，200 2，270 108，585 
金融・保険業 390 390 
サビス業 59 59 
運輸業 1，240 2，000 3，240 
不動産業 2，400 2，400 I 
f込3 i十 183，762 228，595 45，615 33，010 29，113 18，725 6，200 7，480 6，570 559，070 













額であった J この他の商業投資として，三井物産はトヨタ自動車工業， トヨタ自動車販売他と共に








第 5表によると， 1985年時点では，三菱商事が木村・パルフ:鉱業，商業の三部門を中心に.4，478 
万Cドルの投資を行なっている。木村・パルプ製造業については，引続き前記のCrestbrookForest 
Industries Ltd.へ資本金の32.24%にあたる1，264万Cドルと. Mayo Forest Products， Ltd. (先の
Mayo Lumber Co. ， Ltd.)へ資本金の40%にあたる440万Cドル向けである。鉱業の中で大きな投資と
しては，石炭採掘のための資本金6，325万CドルのWestarMining Ltd.へ13.1%にあたる828.5万C







Canada Inc. (先のCanadianMotor lndustries Holdings Ltd.)の資本金の半分にあたる。木材・パル
プ製造業投資については. 1984年から新聞用紙の製造販売を行なっているNBIPForest Products， 
Inc.へ王子製紙と共に三井物産も資本参加している。王子製紙は資本金の25%.三井物産は資本金の
8%にあたる724万Cドルの投資を行なっている。
鉱業投資で1;:， Gregg River 炭の開発を目的とした三井物産とカナ夕、三井物産100%によるMitsui
Coal Development (Canada)， Ltd.への391万Cドルが，金額的には大きなものである。他にも三
井物産100%出資のHiddenCreek Mines， Ltd. (資本金97.5万Cドル)がある。さらに，欽・非鉄製
造業投資139万CドルはTitanSteel & Wire Co.. Ltd.への投資で，運輸業121万Cドルは上記の
Fraser Wharves， Ltd.への投資である。
住友商事の2，749万Cドルの投資のうち. 75.8%にあたる2，084万Cドルが鉱業向け投資であった。
住友商事は. Quintette Coal Ltd.の資本金3.74億Cドルの 5%にあたるし870万Cドルを出資してい
る。 QuintetteCoalはDenisonMines (資本金の50%を出資)を中心とする合弁事業で，他にフランス
石炭会社，三井鉱山，東京貿易，新日本製識が共同出資している。さらに，住友商事はMonkman炭



















の会社， LNG開発のためのNICResources， Inc. (資本金210万Cドル)，池田開発のためのNIOil&Gas 




伊藤忠商事カナダの資本金860万Cドルと， Mazda Canada， Inc. (先のMazdaMotors of Canada)へ
の資本金1，300万Cドルの40%にあたる520万Cドルが主たる投資であった。
兼松は，自社100%出資で資本金1，000万CドルのNaden Harbour Timber Ltd.を持ち，森林伐採
木材製造を行なっていた。また，兼松カナダの資本金は299万Cドルであった。トーメンおよびニチ
メンはカナダ子会社のそれぞれの資本金320万Cドル， 227万Cドルのみの投資であった。
第 6表は， 1993年時点での投資残高を示しており， 1985年時点に引続き三菱商事の投資残高が2
億2，859万Cドルと一番多かった。なかでも製造業投資がI憶4，607万Cドルと，三井物産を除く他7
社には見られないほどの投資がなされている。しかも，従来の木材・パルプのみならず，新たに輸
送機(自動車関連)や鉄・非鉄，化学への投資が見られた。木材・パルプ関連では， Crestbrook Forest 
IndustriesとMayoForest Productsへそれぞれ305万Cドル.320万Cドルの投資があったが， 1985年
時点と比較すると両事業への投資金額は減少している。また新たに，パルフ。製造会社Alberta




ルの出資をしている。さらに，三菱商事100%のMMMAuto Engineering Co. Canada Inc. (資本
金1.000万Cドル)は， クライスラーカナダのLH車のボディを製造しているBramcoSatellite Co.へ
技術援助をしている。自動車用巻パネ製造のRockwellInternational Suspension Systems Co.へ











新しい投資先として，繊維・不凍液の主原料の製造を行なっているAlberta& Orient Glycol Co. ， 
Ltd.へ三井物産は資本金25%の3，025万Cドルの出資をしている。電機製造業投資としては，リチウ


















ミ精錬プロジェクトの保有会社MarubeniMetals & Minerals (Canada) Inc.と，従来からのDai-
showa-Marubeni International (出資金600万Cドlレ)である。商業投資は1，300万Cドルて二丸紅カナ
ダの資本金は1，000万Cドルである。クボタとの合弁事業KubotaCanada Ltd. (先のKubotaTractor 
Canada Ltd.)へは，出資比率は40%と同じであるが，金額は120万Cドルと増資きれている。また，



































































































































がないにもかかわらず， 日本での輸入北米木材の 2割のシェア 17)をもっ商社もある。
木材・パルプと同様に、鉱産物の日本への安定供給を図るため鉱業部門に対しでも各商社は重点
的に鉱業投資を行なってきた。 1960年代は銅鉱山開発が中心で，住友商事，三井物産，丸紅などが
15) 1994年 8月19日， トロントの丸紅カナダにて聞き取り調査。





































化大学学長・一橋大学名誉教授佐藤定幸先生， Emeritus Professor Frank C. Langdon at the 




The Relationship between Sogo Shoshα's Annual 
Sales and Direct Foreign Investment in Canada 
Tamiko KURIHARA 
This paper aims to elucidate the relationship between annual sales and direct foreign 
investment in Canada by sogo shosha， the nine largest ]apanese trading companies， and to 
identify the roles of sogo shosha investment in their trading activities. 
Looking through the annual sales of sogo shosha in Canada over the last two decades， the 
sales of Mitsui Canada and those of Mitsubishi Canada were competitive in the 1970's. 
However， the annual sales of Mitsui Canada became top in 1980 among the nine ]apanese 
trading companies. Since then Mitsui Canada has maintained its supreme position， and its 
largest annual sales of three billion Canadian dollars were recorded in 1988. With the slack 
sales of Toyota automobiles， Mitsui Canada's annual sales declined to C$2.4 billion in 1993. 
In the same year al of the annual sales of Mitsubishi Canada， Marubeni Canada and Itochu 
Canada were over C$l billion， followed by Sumitomo Canada (C$940 million). 
The overview of sogo shosha direct foreign investment in Canada for the last two decades 
indicates the concentration of investment in the three major sectors ; commerce， mining and 
the lumber and pulp industry. A detailed examination， however， reveals different investment 
patterns among the nine trading companies in terms of investment amounts and investment 
sectors. In 1973 the key investors were Marubeni (C$12 million) and Mitsubishi (C$ll mil1ion) . 
They heavily invested in the lumber and pulp manufacturing industry. In 1993 Mitsubishi and 
Mitsui became the chief investors， and their investment amounts were C$228 million and C$183 
mi1lion， respectively， which surpassed the third largest investment of C$45 mi1lion by Ma-
rubeni.羽市ileMitsubishi's new investments are recently focused on the transport equipment 
industry (mainly automobile.related industry)， Mitsui's investment is characterized by its large 
mvestment m coロ1merce.
The annual sales of eight largest sogo shosha in Canada and the investment amounts by 
their parent companies are positively correlated with a correlation coefficient r=O. 72. Further-
more， the correlation between the annual sales of the eight sogo shosha in Canada and their 
151 
paid-up capital is stronger with r=O. 88. This proves that the investment in commerce by 
establishing wholly-owned trading subsidiaries is especially significant since they are the 
vehicles which pursue economic activities. 
The more investment projects and the more investment amounts by their parent com-
panies， the more annual sales of sogo shosha in Canada. Yet， this conclusion needs the 
following qualifications. Even though there are the same amounts of investment， sales which 
stem from investment projects vary， depending on the type of investment projects. For 
example， when sogo shosha such as Mitsui Canada are engaged in sales of automobiles through 
the investment in car-marketing companies， their annual sales tend to be larger than those of 
sogo shosha like Mitsubishi Canada which do not handle automobiles. 
Moreover， although there are some cases in which sogo shosha have no investment projects 
that facilitate lumber and wheat transactions， their sales of these commodities are consider-
able. Furthermore， without the increase in investment amounts the projects expand commer-
cial transactions， which result in larger sales. Therefore， even though the investment amounts 
and the annual sales are closely related， the investment amounts should be considered as 
approximate yardsticks. 
Sogo shosha investment has played crucial roles in setting up commercial networks and 
trading subsidiaries in Canada， and in securing the supplies of forest products and mineral 
resources to Japan. Their strategic investment activities further promote sogo shosha trading 
activities， and vice versa. 
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